関西大学先端科学技術推進機構における講演会に関する取扱要領

制定　平成14年４月１日

（趣　旨）

第１条　この取扱要領は、関西大学先端科学技術推進機構規程第３条第１号の規定に基づき、関西大学先端科学技術推進機構（以下「機構」という。）が主催する講演会の開催に関して必要な事項を定めるものとする。

（講演会）

第２条　機構が主催する講演会は、次の各号の一に該当するものをいう。

(1) 機構講演会

(2) 外国語による特別講演会

(3) 研究部門からの申請による講演会

(4) 研究会又は研究グループからの申請による講演会

(5) その他特別に必要と認める講演会

（申　請）

第３条　講演会を開催しようとする者は、開催を予定している２週間前までに、講演会開催申請書（様式第１）を機構長に提出するものとする。

（承　認）

第４条　機構長は、前条の講演会開催申請書を受理したときは、特別の事情がない限り、承認することができる。

（講演時間）

第５条　講演時間は、90分とする。

（講演料等）

第６条　機構は、講演者に対し講演料を支払う。

２　前項に規定する講演料（源泉徴収額を除く。）は、次のとおりとする。

(1) 本学を除く日本国内の学長、研究所長その他同程度の職にある者　　60,000円　　

(2) 前号以外の者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30,000円

(3) 外国人研究者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60,000円

(4) 機構規程第11条に規定する研究員　　　　　　　　　　　　　　　　10,000円

(5) 前号を除く本学専任教育職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　30,000円

３　機構は、前２条に規定する源泉徴収額を負担する。ただし、前項第３号に定める外国人研究者で、日本に短期滞在中で、かつ日本国との間で租税条約を締結している国の居住者であるときは、源泉徴収額を負担しない。

（適　用）

第７条　この取扱要領は、関西大学ハイテク・リサーチ・センター内規第３条第４号及び学術フロンティア・センター内規第３条第４号に規定する講演会について適用する。

付　則

１　この取扱要領は、平成14年４月１日から施行する。

２　工業技術研究所主催講演会講演料の取扱いを廃止する。

